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第４回 板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）
委員会 ご報告

令和５年度 第４回コミュニティ・スクール委員会を開催し
ましたので、以下のとおりご報告いたします。
今回は令和６年度教育課程の説明・承認、地域で児童を継続
して育てていくためにどうしたらよいかの熟議を行いました。

開催日時：令和６年１月１９日（金）
１５：００～１６：３０

場 所 ：舟渡小学校 コミュニティルーム
次 第 ： 司会 塚本 原野 様

（１）校長あいさつ
（２）ｉＣＳ委員長あいさつ
（３）舟渡小の可視化結果について ～ＳＷＯＴ分析

結果報告～
（４）保護者アンケート結果報告
（５）令和６年度 教育課程について
（６）熟議『今後もずっと継続できる学校支援地域本

部の運営体制について ～地域ボランティアの
新たな人材育成を中心として～』

（７）委員／オブザーバーの皆様より

本校の教育活動にご協力いただき、ありがとうございます。
・地域コーディネーター 安藤 𠮷高 様
・はぁもにぃ保育園 園長 山下真由美 様

《ＳＷＯＴ分析結果より》
・舟渡小の強み、弱みを教職員で分析した結果、よさを更に伸
ばすことができそうなことと、まだ改善ができそうなところ
が明確になった。
・その中で、このｉＣＳの熟議に取り上げたいテーマを見付け
ることができた。
⇒次回以降、及び、来年度以降に取り上げたいテーマ
『地域における若手ボランティアの発掘・育成』
『地域力・家庭力の更なる向上』
『学校からの要望をいかに地域・家庭に伝えるか』など

《保護者アンケートより》
・学校における教育活動は、全般的に８割以上の肯定的な回答
であった。
・コロナ禍を経て、保幼小接続小中一貫教育で積極的に交流活
動を行ったが、認知度は８割に少し届かなかった。
・家庭学習習慣が身に付いている児童は６割程度、家庭での読
書習慣が身に付いている児童は４割弱であった。さらに家庭
と連携する必要がある。

次回（第５回）
開催日程は

２月２０日（火）
１５:０0～1６:３0

次回の予定
次回の開催は、右記のと

おり２月を予定しています。
第５回は、今回に引き続

き「地域教育力向上のため
の熟議」を行います。ご興味・
ご関心のある方は、事前に本校
副校長までご連絡ください。

舟渡小学校職員室連絡先 ０３－３９６９－８４０５

今回参加いただいたオブザーバーの皆様

ＳＷＯＴ分析、保護者アンケート結果より

地域人材を含め、人員確保、人材育成は学校現場において
喫緊の課題です。今回のテーマは上記を示しましたが、グル
ープで熟議をする中で、少しずつ内容に変化が生まれました。
それぞれ、熟議の時間をたくさん取れませんでしたので、次
回以降も継続して行っていきます。
○グループ１
・「舟渡の子は舟渡で育てる」。しかし、
親の価値観が多様化してきているのも
事実である。「注意することはよいこ
と」を学校、保護者、地域と共通認識
させていきたい。

○グループ２
・地域行事が多いことはよいこと。児童
が参加すれば保護者が付き添う。する
と地域との関係性も生まれる。少しず
つ地域とのつながりを作っていく。

○グループ３
・学習指導面での人材確保については、
学生ボランティアを募りたいが、交通
費などの問題がある。卒業生を中心に
チラシやＱＲコードで人材を募集して
みてはどうか。

⇒志村第五中学校と連携して「部活化」
を検討する。（舟渡小児童と遊ぶ、
一緒に勉強する、など）。青健を中心として早急に実施の
可能性を考えていく。

熟議『今後もずっと継続できる学校支援地域本部
の運営体制について』

委員／オブザーバーの皆様より

・令和６年度教育課程の第１表の１は、学びのエリア共通の
届出をするため、志村第五中学校と連携を図ります。
学びのエリアの教育目標「夢に向かって全力を尽くし、
社会に貢献しようとする自立した児童・生徒の育成」

・第１表の２は、本校の教育方針の届出をします。
本校の教育目標「人権尊重の精神を基本に、児童一人ひ
とりが未来を作り上げていくために必要とされる資質・
能力の育成」

令和６年度 教育課程について・・・承認いただきました

委員、オブザーバー全員から意見を頂戴しましたが、ここで
は一部のみ紹介させていただきます。
・ＰＴＡ、青健、舟っ子クラブ、おやじの会、地域など各組織
の連携を図っていきたい。

・舟渡小＝志村第五中の課題ととらえ、今後も地域を巻き込ん
でいきたい。地域を巻き込んでいくことがｉＣＳの役割では
ないか。

・ＳＷＯＴ分析をしたことが素晴らしい。学校分析だけでなく
ｉＣＳで地域の分析もしてみてはどうか。

・ｉＣＳの組織がただ意見を言い合うだけの場から前進し、地
域が動き出したと感じる。今後はさらにｉＣＳメンバーから
いろいろと提案をしていきたい。

・舟渡小が成長すると志村第五中も成長する。社会に貢献する
大切さを培いたい。

・ＰＴＡからもさらに情報発信する手段を考えたい。
・保育園つながりを大切に、保育園段階から子どもに関わる、
教育に関わる啓蒙活動を行っていきたい。


